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であることが明らかにされた。さらに A. oryzae RW1株は、固相培地特異的に Agmを産生
し、低 pH依存的に Agm産生量が増大することがわかった(2)。しかし Agm産生の機構の
詳細は不明である。本研究では遺伝情報が明らかになっている研究用タイプ由来株である
A. oryzae RIB40株を利用して、A. oryzaeの Agm産生機構の解明を目的とした。まず RIB40






Agmを高速液体クロマトグラフィーにより定量した。次に、蒸米培地と 0.5 % 米粉培地（液





LDC1 を用いて Arg および Lys に対する脱炭酸活性を評価した。 後に、ゲル濾過クロマ





















これは既知の細菌や植物由来 LDCや ADCと比較しても巨大である。 
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